
頭塔(西北部)の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

この調査は奈良県が行う 頭塔の整備iI復j京事業の事前調査であり ，すでに1987年に頭塔の東北

4分の lの範囲を対象とした第 1次調査(r年報1986J参照)を実施している。今回の調査の主

目的は第 1次調査で諜題として残された点，すなわち大企に出土する瓦の使用法，基壇の作り

替えと塔本体との関係， 塔頂音11の施設の有無の確認である。

基壇 今回，西面基埴端の石積みを検出 し， 基頃の東西長約32mが.rr{f[定した。北面基底端に

石積みは残っていないが.現下端線と後述する塔頂部心柱痕跡の心との距離が約16mであり，

基坦の南北長も約32mであるといえる。西而基壇の石積みは階段状に控え鞘みされ，東面の石

積み法と異なる。また束而基壇石積みの外而にみられた石Wxきは，四回にはない。

基鹿の構築に 3期の変避があることは，第1次調査で判明している。今回もその事実を確認

した。 1J羽基壇は，地山而に盛土して構築されるが，今回再調査した東而基檀の上音11では，版

築法の使用が確認された。基壇上回の搭本体の石積の周聞に犬走り状に玉石を敷き，その外側

に一段下げて拳大の礁を幅20cmにわたって敷き詰める。この石敷き化粧は塔本体の第一段石積

みの下に潜る。今回検出 した石敷き化粧西北間と 第1次調査で検出した東北隅から， 北而石リ泣

き化粧の東西幅が24mで，主唱h方位が国土座標にほぼ一致することが雌認された。また，両|判

部で IJYl基壇化粧に伴う柱穴 P1とP2を検出 した。柱穴は石敷き化粧をする前に掘られており，

とくに柱穴 P1では根巻き石を伴う 。柱穴 P1の周囲に赤色物質が残っており ，当研究所埋蔵文

化財セ ンタ一造物処理研究室が分析したところ 酸化第一鉄が検出された。柱にはベンガラな

どの赤色顔料が詮られていたことがわかった。柱穴部分には石敷き化粧の石がなく，柱穴を設

けているところがほかにないので，四隅にのみ屋根の隅木を支える柱が立ち，この柱の聞には

桁がわたされて，屋根を支える構造になっていたと考えられる。

[lWJ基壇はI期基壇の上に約10cmの盛土をし，上而に紺lかい礁を敷 く。また，第一段石和み

近くの磯敷の上に玉石敷きが配される部分もある。この玉石敷きの方位は，第一段石積みの方

位にほぼ一致する。また磯敷きはこの石棺iきの下に潜る。なお柱穴 P1は第 [lW)基駈上而から

も検出でき，第[lJ明でも継続して使用されていたことがわかる。

皿JYl基壇はH期基壇の上に盛土 して構築する。この鹿土の厚さは厚いと ころでは60cm以上も

ある。とくに基壇化粧を行わず，直接I ~産土の上に塔本体の第一段石積みがのる 。

t喜本体 第一段の石積みは，皿期基国上回に築かれていること，また UYJ， [lWlの基臨化粧

が第一段石積みの下に潜ることから， 1 jYlのものではなく 積み替えられたものである。第二段

以上の石積みと石敷きには外面的に乱れた部分はなく .第一段石積みだ.けが積み替えられ，第

二段以上は当初の姿をとどめている可能性が高い。

第一段石積みの北町長は24.2mであ り，上段に向かうにしたがって約 3mずつ長さを減じ，
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頭塔発掘遺構図 (1-19:既発見の石仏. A-F :新発見の石仏)

頭搭復原案(七重格案)
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第七段では6.2mとなる。各段の現状の検討から，奇-数段の高さは 1-1.1m. 偶数段は0.5-

0.6mに復原できる。また各段上而の幅は奇数段が1.1m，偶数段上而は1.8mである。これらの

数値は頭塔構築時の計画性の高さを物語っている。各段の上而の石リ泣きは平坦ではなく，下段

に向かつて傾斜をつけ，正面からみた場ー合，中央から両|科部に向かつて次第に高くなっている。

つまり屋根勾配を意識して石が茸かれている。名段の石敷で第二段の西北隅と第四段の東北隅，

西北隅は，意識的に滞状に石を茸き践している。これらの事実と I則器国上而の石敷き化粧の

隅部に柱穴が立っていたことを考え合わせると，段の上回|羽音1¥に|明木を置いて屋根を架けてい

たとする推定は妥当なものといえよう。

塔頂部の遺構 今回は，第七段上聞の中央の五輪塔下の調査を行った。五輪塔の台石とその

下の板石をはずすと盗撫坑が現われた。旋掘坑は長調1i80cmの桁円形で，深さは90cmに達し，和

同開弥，布11功開宝. I~平永宝が出土した。 盗掘坑の下而が，塔本体とは違って，堅くしまって

はいないことから，さらに精査したところJ下位に直径46cmの円形坑が検出され，その孔壁は

堅い塔本体の積土であることが判明した。さらに， 21111百!り下げたが，円形坑はなお続きその

底而には到達しなかった。円形坑の直径が変わらないこと，主ll.土に木炭粒と灰が含まれている

こと，抜取穴がないことから，次のようなことが想定できる。すなわち，塔本体の地下に礎石

と舎利荘厳具fがあり ，ここに心柱を建てて，版築しながら安定させる。その後落雷で地上部分

(相輪)と地表直下の部分が焼け，それより下位の柱は朽ちてしまったのだろう 。

石仏 従来の訓査で.各而それぞれ第一段に 5体，第三段に 3体，第五段に 2休，第七段に

一体.合計44体が配置されていたことが明らかになっている。XとYの石仏は抜き取られてい

たが，今回新たに A-Fの6体を検出した。しかし， 8とCには石仏の彫刻は認められなし、。8，

C周辺の石積みが乱れていないことから，これらも当初のものである可能性が高い。AとDは

既知の 8号石仏と同様，数体の化fl、が光背状にとりまく独尊坐像である。Eは下半部を残すの

みであり，彫刻の詳細lは不明である。Fは如来形が主体の頭塔の石仏の中では珍しく菩薩が中

心、となっている。

出土遺物 瓦と土器を主体とし，若干の金属製品と石製品が出土している。ほとんどが基思

上ならびに基国外周の包含層から出土した。

瓦は総数168点の軒瓦のほかに，多量の丸瓦と平瓦，さらに若干の尉斗瓦や而戸瓦も出土して

いる。軒瓦の内訳は，奈良時代が159点，平安時代が3点，中近世が7点である。奈良時代の軒

瓦の主体は東大寺式illl:瓦で i肝丸瓦6235Mが68点，粁平瓦6732Fが83点ある。ほかに重悶文軒

丸瓦6012Cが 3点，軍事11文軒平瓦6572が5点ある。軒平瓦の顎昔1¥に朱のついたものがあり，茅

負や垂木などで組まれた屋被が架かっていたことを示すものである。

土器は奈良H寺代のものは少なく，石仏 Cの近辺から奈良H寺代後半の完形の須恵器の査が出土

している程度である。平安時代の土器も少ないが，中国越州祭系の青磁碗の破片がある。llk的

に最も多いのは石仏供養の灯明肌として使用された平安時代末期から鎌倉時代の土問i器の小lllL
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で，仏施内や石仏周辺からも出土している。 また奈良時代後半の土.I;!~の破片が 2 点あるが，基

底構築時の混入なのか.頭堵;で土馬を使った祭杷が行われたのかは不明である。

金属製品には銅銭 5点，銅製金具，鉄釘，鉄Jlなどがある。銅銭中の布l同|品川、 1点，や11功開

宝 2点. 1量平永宝 l点は塔頂部の能拘!坑からi'H土した。なお，電磁探査の結栄，各段上国の数

ケ所で金属反応・があり.今後の調~~でj也~I'i.に使用された銭が発見される可能tl:がある 。

石製品としては，後述する推定十三111:石J{干の一斉1¥とみられる凝灰岩製六flJ石椛崖荒片 1点が

基国北西部の包含屑から出土した。そのほか平安時代末!UJ-鎌倉時代のi挺版科製の石椛U!も出

土している。

頭塔の復原と変遷 第 l 次調究と第 2 次補iJ~の結架から . 如上前立科段の石和みが各帽のl芥身

となり ，桁， 隅木，垂木で崖恨を架け，さらに瓦を耳、、ていたことは明らかである。た とえば

各段上而に屋根を架ければ七重併になるし.偶数段に屋根を架ければ凹重絡になり .最上部に

木造の塔身を一層加えれば五重塔になる。2左腕には 3WJの造り終えがあったが.II JYJ基明上前i

でも IJ明の屋根の第一J~ の凹隅を支える柱は建っており IIWJにも瓦葺き!豆艇が残っていたと

いえる。なお. 1 J.!1P;答身中の心柱の~j足跡;は未焼摘であるので. この地下に舎利荘厳具があれは\

これも未盗掘のままであろう 。

IWJの塔頂に建っていた木製相輸が失われた後. [[ JYJの塔U[には説灰岩製の六角l豆荒石燃が

建てられた。平安時代末期jの 『七大寺巡礼私記』には. DJ~iJ.答は 『十三重の大器』 と記されてお

り，石塔は十三重だったのだろう 。土佐T良部疏w:坑から出土した銅銭は，おそらくこの石椛の地

下の舎利荘厳具の一部と考えられる。この銅銭の中に|在平永宝があることから. 日JUJは平安時

代初期. 9世紀初頭と考えられる。また，平安時代の軒平瓦の存在は IIJYJに瓦の補充が行われ

たことを示していよう 。

IIWl基国上回に盛られた 旧抑H企庁i土からは，大id:の瓦とともに平安時代末期の灯明jlllが出土

しており ，この頃には頭塔の各府の屋根は似1Jl，捜し，石仏は露出し.Tti音1¥に十三重の石黙を践す

のみとなった ことが窺える。町JUJのこうした状態の頭併には.凝灰岩製の石塔が多数安ii1され

る よ うになり，各段の石仏間辺からは民衆の信仰が継続していたことを物部ゐ大武の鎌倉!l~J 代

の灯月!'JflUが出土 している。

今回の頭塔の西北部 4分の lの訓査で出土した奈良時代の粁瓦の点数は159li，で，東北部 4分

の lを対象にした調査で出土した奈良時代の軒瓦の点数148点に近し、。また.*1'丸瓦とn平瓦の

比率は 1 1に近く ，これらの数f値直カか、ら頭j略芥の!崖主棋1瓦Eが四方へ徐々に落下していつた状1況兄が11推!住E 

定できる。頭塔のT南何半分におそら〈包含されている30∞Olり川J
代の粁瓦の残存f悩間剛4体本数は推定6ωO∞O点となる。なお，仮に頭上答の 7段に屋根が架かっていたとする

と， 総計約3000点の軒瓦が本来茸かれていたと推定される。 (奨淳一自1¥・佐川正敏)
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